
学校番号 307 

令和 2年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「生物」 (第一学習社) 

副教材等 
「スクエア最新図説生物 neo」（第一学習社） 

リードＬｉｇｈｔ 生物（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１年次に履修した生物基礎の内容をすすめ、「生殖と発生」「植物の環境応答」「細胞と分子」 
を学習します。 

・近年の生命科学の急速な進歩を反映した最新の知見が多く含まれますが、教科書の図を読み取 
りながら、基本的な知識を整理していきましょう。 

・主体的な学習活動を行うために、実験、観察、作業学習を取り入れ、報告書の作成や発表を行 
う機会を設けたいと思っています。 

・問題演習の時間が不足するので、自宅学習をするか、講習を受講することをおすすめします。 
・授業では、語句を暗記することではなく、内容を理解することに重点をおいてください。 
そして、理解した内容を後で思い返す助けとなるようなメモを上手に取る習慣を身につけまし 
ょう。メモを見ればその授業が再現できるというノートは、あなたの宝物になります。 

・問題集を解くときも、暗記ではなく理解することに重点をおいてください。答え合わせに充分 
な時間をとり、解説をじっくり理解するようにすると良いでしょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 生きていくうえで誰もが必ず直面する「医学的」「環境的」な問題に対し、専門家任せではな
く、自分自身で判断するために必要な科学リテラシーを身につけることがねらいであり、そのた
めに，以下の①～④を身につけることを目標とします。 
 ①生物や生命現象に関する基本的な概念や原理・法則などについて、系統的な知識。 
 ②生物や生命現象に対する疑問を主体的に見いだす姿勢。 
 ③目的意識をもって観察・実験などを行い、科学的に探究する能力。 
 ④自然界の事物・現象を分析的、総合的に考察する能力。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生物や生物現象に
対し、日常生活や社
会と関連付けなが
ら関心をもち、主体
的に探究しようと
するとともに、科学
的態度を身につけ
ている。 

生物や生物現象の中
に問題を見いだし、探
究する過程を通して、
事象を科学的に考察
し、導き出した考えを
的確に表現している。 

生物や生物現象に
関する観察、実験な
どを行い、基本操作
を習得するととも
に、それらの過程や
結果を的確に記録、
整理し、自然の事
物・現象を科学的に
探究する技能を身
に付けている。 

生物や生物現象に
ついて、基本的な概
念や原理・法則につ
いて理解を深め、知
識を身につけてい
る。 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 
・ノート 
・レポート（実験、 
視聴、討論など） 

・定期考査 

・学習状況の観察 
・ノート 
・レポート（実験、 
視聴、討論など） 

・定期考査 

・学習状況の観察 
・ノート 
・レポート（実験、 
視聴、討論など） 

・定期考査 

・学習状況の観察 
・ノート 
・レポート（実験、 
視聴、討論など） 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現   
c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 
 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 
   原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付
けている。 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b ｃ ｄ 

１
学
期 

有
性
生
殖 

無性生殖と 

有性生殖 

○   ○ a:生命のはじまりである生殖や遺伝現象に関心

を持ち、意欲的に探究しようとする。 

b:組換えによって配偶子の染色体形成がさらに

多様化することを論理的に理解し、子の表現

型組み合わせや親の推定ができる。 

c:遺伝実験の結果を整理して図示することがで

き、検定交雑の結果から組換え価を算出でき

る。 

d:無性生殖と有性生殖の違い、血友病などの伴

性遺伝、動物の配偶子形成と受精に関する

知識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

実験・観察 

定期考査 

減数分裂 ○ ○  ○ 

遺伝子の 

連鎖と組み換え 

○ ○ ○ ○ 

動
物
の
発
生 

配偶子形成と受精 ○  ○ ○ 

２
学
期 

初期発生の過程 ○  ○ ○ a:生物の発生に興味を持ち、コメやマメなどの身

近な食物や自分自身と関連付けて、意欲的

に探究しようとする。 

b:誘導の連鎖によって器官が形成されることを，

眼の形成を例に表現できる。初期胚の分割実

験の結果について考察し、導き出した考えを

表現できる。ES細胞や iPS細胞の特徴を科学

的に説明できる。光屈性の実験結果について

考察し、導き出した考えを表現している。 

c:鶏卵の観察実験、ウニの発生初期胚の観察実

験を行い、それらの過程や結果を的確に記

録、整理している。 

d:動物の卵割から神経胚までの過程、細胞の分

化や形態形成に関わる代表的な遺伝子、被

子植物の重複受精についての知識を身に付

けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

実験・観察 

定期考査 

形態形成と 

器官形成 

○ ○ ○ ○ 

植
物
の
発
生 

配偶子形成と 

胚発生 

○  ○ ○ 

植物の器官の分化 ○  ○ ○ 

植
物
の
環
境
応
答 

植物の環境応答と 

植物ホルモン 

○ ○ ○ ○ 

３
学
期 

植物の環境応答と 

     そのしくみ 

○ ○  ○ a:身近な草花に関心をもち、開花時期などの季

節感を科学的に捉えようとする。 

b:光周性の実験結果について考察し、導き出し

た考えを表現している。 

d:植物の環境応答の仕組みについて理解し、知

識を身に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

実験・観察 

定期考査 

生
命
現
象
と
物
質 

細胞と分子 ○ ○ ○ ○ a:生命現象を分子レベルでとらえることに関心を

持ち、意欲的に探究しようとする。 

b:植物細胞にかかる圧力と体積のグラフから、そ

の細胞の状況を思考することができる。 

c:原形質分離の観察実験を通して、細胞膜の性

質を科学的に探求する。 

d:細胞小器官の働きと構造を理解し、各細胞小

器官の働きから、細胞内でさまざまな反応が

行われていることを理解する。 


